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絆深めて 60 年  ともに未来へ  田布施町

広 報 た ぶ せ

勝
負
…
あ
っ
た
?!

―秋季大運動会（田布施西小学校）
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平
成
26
年
度 

決
算
報
告

　

歳
入
決
算
額
は
、
60
億
３
６
３
４

万
１
８
２
６
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
２
億
４
３
７
８
万
５
６
１
１

円
（
４
・
２
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
自
主
財
源
に
つ
い
て
、
繰
入
金

が
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
な
ど
に
よ
る
財
源
不
足
に
対
応
す

る
た
め
財
政
基
金
を
８
１
０
０
万
円

取
り
崩
し
た
こ
と
か
ら
３
６
０
０
万

円
（
80
・
０
％
）
の
増
額
と
な
る
な

ど
、
合
計
額
は
６
２
９
８
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
依
存
財

源
に
つ
い
て
、
町
債
が
繰
上
償
還
借

換
債
の
発
行
に
よ
り
８
６
８
３
万
円

（
14
・
６
％
）
の
増
、
国
庫
支
出
金

が
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
な
ど
に
よ
り

４
６
２
３
万
円
（
９
・
１
％
）
の
増
、

60 億 3,634 万 1,826 円歳入

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
監
査
委
員
の
審
査
を

経
て
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町民１人当たりの町税
（納税額）

10 万 7,467 円
　（前年度比  2,722円増）

平成 27 年４月１日現在　
人口１万 5,779 人で計算

一  

般  

会  

計

問
総
務
企
画
課  

財
政
係　

☎
52
‐
５
８
０
３

▼

尾
津
漁
港
海
岸

地
方
消
費
税
交
付
金
が
地
方
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
合
計
額
は

１
億
８
０
８
１
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
58
億
９
５
４
７

万
２
４
５
４
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
８
３
１
０
万
２
５
３
１
円（
５
・

０
％
）
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。
主

な
も
の
は
、
公
債
費
が
繰
上
償
還

な
ど
に
よ
り
１
億
５
９
４
８
万
円

（
17
・
９
％
）
の
増
、
教
育
費
が
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
改
修
事
業

な
ど
に
よ
り
９
０
７
３
万
円
（
17
・

１
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
消
防
費
が
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り

９
２
７
４
万
円（
▲
21
・
６
％
）の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

0.000000

93333.335938

186666.671875

280000.007813

373333.343750

466666.679688

町　税    16 億 9,572 万円（28.1％）

町　債      6 億 8,123 万円（11.3％）

地方消費税交付金 1 億 5,028 万円（2.5％）

地方交付税  

繰越金　  1 億 8,019 万円（3.0％）

県支出金     4 億 2,796 万円（7.1％）

国庫支出金   5 億 5,394 万円（9.2％）

諸収入 　　　4,991 万円（0.8％）
その他　　　  9,183 万円（1.5％）

その他　  　　4,445 万円（0.7％）
地方譲与税　  　5,663 万円（0.9％）

分担金・負担金　　 9,156 万円（1.5％）
繰入金　　       8,100 万円（1.4％）

依
存
財
源
（
63
・
７
％
）

自
主
財
源
（
36
・
３
％
）

町税

地方

国庫

町債

県支

　　　　　  19 億 3,164 万円（32.0％）

歳
入

歳
出

　

平
成
26
年
度
の
決
算
額
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
改
修
事
業
に
よ

り
、
国
庫
支
出
金
や
教
育
費
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
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一般会計の主な事業（事業名および事業費）

広報たぶせNo.949

▲

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

プ
ー
ル
改
修
（
開
所
式
）

区分 科　　目 26 年度 25 年度 増減率

自 

主 

財 

源　

町 税 169,572 167,068 1.5%

繰 越 金 18,019 18,184 ▲ 0.9%

諸 収 入 4,991 5,279 ▲ 5.5%

分担金・負担金 9,156 9,233 ▲ 0.8%

繰 入 金 8,100 4,500 80.0%

そ の 他 9,183 8,460 8.5%

依 

存 

財 

源

地 方 交 付 税 193,164 192,049 0.6%

町 債 68,123 59,440 14.6%

国 庫 支 出 金 55,394 50,771 9.1%

県 支 出 金 42,796 41,194 3.9%

地方消費税交付金 15,028 12,074 24.5%

地 方 譲 与 税 5,663 5,962 ▲ 5.0%

そ の 他 4,445 5,042 ▲ 11.8%

計 603,634 579,256 4.2%

■歳入
科　　目 26 年度 25 年度 増減率

民 生 費 179,731 170,189 5.6%

公 債 費 105,206 89,258 17.9%

総 務 費 80,097 85,485 ▲ 6.3%

教 育 費 62,060 52,987 17.1%

土 木 費 49,591 45,997 7.8%

衛 生 費 43,581 42,486 2.6%

消 防 費 33,727 43,001 ▲ 21.6%

農林水産業費 22,044 18,853 16.9%

議 会 費 7,880 7,678 2.6%

商 工 費 3,182 3,596 ▲ 11.5%

災害復旧費 2,146 1,399 53.4%

労 働 費 298 303 ▲ 1.7%

諸 支 出 金 4 5 ▲20.0%

計 589,547 561,237 5.0％

■情報処理	
イントラネットシステム開発改良事業 1,425 万円
■社会福祉	 	
臨時福祉給付金事業 3,324 万円
■高齢者福祉
介護予防・生活支援事業 1,257 万円
■障害者支援	 	
障害者総合支援事業 1 億 9,609 万円

（介護・訓練などの給付）
重度心身障害者医療費助成事業 6,694 万円
■子育て支援	 	
児童手当 2 億 4,471 万円 
子育て世帯臨時特例給付金事業 1,853 万円
乳幼児医療費助成事業 1,779 万円
延長保育促進事業 1,676 万円
児童クラブ運営事業 1,390 万円
■環境・保健  
ワクチン予防接種補助事業 3,992 万円
■農林水産  
尾津漁港海岸保全事業 6,056 万円
■防災対策
消防無線デジタル化整備事業 5,940 万円
消防機庫（５分団）整備事業 898 万円
■教育 
給食センター設備整備事業 1,325 万円
スポーツセンタープール改修事業 9,751 万円 
小学校空調設備整備事業 1,764 万円
■一部事務組合負担金
光地区消防組合負担金 2 億 3,403 万円
熊南総合事務組合負担金 8,611 万円
周東環境衛生組合負担金 8,316 万円
■その他 
社会保障・税番号制度事業 1,507 万円

58 億 9,547 万 2,454 円

■歳出 （単位：万円）

歳出

（単位：万円）

93333.335938

186666.671875

280000.007813

373333.343750

466666.679688

民生費   17 億 9,731 万円（30.5％）

教育費　 6 億 2,060 万円（10.5％）

公債費   10 億 5,206 万円（17.9％）

総務費　 8 億       97 万円（13.6％）

衛生費　 4 億 3,581 万円（7.4％）

土木費　 4 億 9,591 万円（8.4％）

消防費　 3 億 3,727 万円（5.7％）

その他　 3 億 5,554 万円（6.0％）

※「その他」の内訳
農林水産業費 2 億 2,044 万円（3.7％）
議会費 7,880 万円（1.3％）
商工費 3,182 万円（0.5％）
災害復旧費 2,146 万円（0.4％）
労働費 298 万円（0.1％）
諸支出金 4万円（0.0％）

民生

公債

総務

教育

土木

衛生

その他
消防

決算額の対前年度比較
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区　　分 決　算　額（構成比）
対前年度

増減率

公 債 費 10億5,206万円（17.9%） 17.9%

人 件 費 10億3,475万円（17.6%） ▲ 1.9%

繰 出 金 　9億3,385万円（15.9%） 4.4%

扶 助 費 　9億2,422万円（15.7%） 5.9%

補 助 費 等 　7億1,493万円（12.1%） 1.3%

物 件 費 　6億7,818万円（11.5%） 15.4%

投 資 的 経 費 　4億6,269万円（7.8%） 0.3%

積 立 金 　　5,572万円（0.9%） ▲ 42.8%

維 持 補 修 費 　　　3,169万円（0.5%） ▲ 13.2%

投資・出資・貸付金 　　　   738万円（0.1%） ▲ 26.9%

合 計 58億9,547万円（100.0%） 5.0%

歳出の性質別による内訳（一般会計）

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 21億  408万円 20億2,596万円

下 水 道 事 業 9億2,296万円 9億2,081万円

介 護 保 険 13億4,716万円 13億3,406万円

後期高齢者医療 2億2,893万円 2億2,888万円

　歳出を性質別にみますと、扶助費が、臨時福祉
給付金と子育て世帯臨時特例給付金などにより、
増額となりました。物件費は、イントラネットシ
ステム開発改良費の増などにより、増額となりま
した。また、人件費については、退職に伴う職員
の平均年齢の低下などにより、減額となりました。
積立金は、財政基金の減と地域活性化基金の皆減
により、減額となりました。

財
政
健
全
化
比
率

特別会計決算

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金

会　計　名 繰　入　額

国 民 健 康 保 険 1億4,396万円

下 水 道 事 業 3億3,350万円

介 護 保 険 2億2,126万円

後期高齢者医療 6,735万円

一般会計から特別会計への繰入金
総額 7 億 6,607 万円

　特別会計歳入決算額のうち一般会計からの繰
入金は、総額７億6,607万円となりました。
　各会計の繰入額は、下表のとおりです。

※国民健康保険会計以外の特別会計において、歳入、歳出
が前年度に比べて増となりました。

25 年度　0.443
24 年度　0.439

25 年度　97.0%
24 年度　93.4%

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
比
率
は
、一
般
会
計
な
ど
に
つ
い
て
は
４
つ
の
指
標
、

上
下
水
道
な
ど
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
は「
資
金
不
足
比
率
」に
よ
っ

て
財
政
の
健
全
度
を
は
か
る
も
の
で
、
今
年
度
も
、
田
布
施
町
と
公

営
企
業
に
係
る
比
率
す
べ
て
で
基
準
を
下
回
る（
該
当
な
し
を
含
む
）

と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
昨
年

度
よ
り
も
比
率
は
低
下
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
比
率
の
改
善
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

財政力指数

0.445

標準的な財政運営を行うた
めに必要とされる一般財源
額に対して、実際に地方税
等の収入額がどの程度ある
かを示します。1.0を下回っ
た場合は普通交付税が交付
され、この指数が低いほど
地方税の収入能力は低く、
交付税への依存度が高いと
いえます。

経常収支比率

97.9％

地方税や交付税など毎年収
入が見込まれるような一般
財源を、人件費、扶助費、
公債費など毎年支出される
ような経費にどの程度使わ
れたかを表します。この数
値が高いと自由に使えるお
金が少ないこととなり、財
政構造の硬直化が進んでい
るとされます。
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基　金　名 26 年度末

財 政 基 金 7億2,836万円

減 債 基 金 2,614万円

公 共 施 設 整 備 基 金 2億7,550万円

土 地 開 発 基 金 2億3,825万円

そ の 他 基 金 1億5,029万円

　 合 計 　 14億1,854万円

会　計　名 26 年度末

一 般 会 計 66億8,253万円

特 別 会 計（ 下 水 道 事 業 ） 52億6,781万円

　 合 計 　 119億5,034万円

8

10

12

14

16

26 年度25 年度24 年度23 年度22 年度

億円

11億 1,472 万円

12 億 4,568 万円

13 億 8,682 万円

14 億 1,854 万円
14 億 5,579 万円

110

120

130

26 年度25 年度24 年度23 年度22 年度

億円

126 億 9,489 万円

124 億 1,914 万円

121 億 5,297 万円

127 億 8,326 万円

119 億 5,034 万円

基　金町　債

　町民１人当たりの
　　　　　　　町債残高

75 万 7,357 円
　　　（前年度比  4,585円減）

　町民１人当たりの
　　　　　　　基金残高

8 万 9,901 円
　　　（前年度比  1,371円減）

※平成 27 年４月１日現在　田布施町人口１万 5,779 人で計算（住民基本台帳）

基金合計額の推移町債合計額の推移

25 年度　数値なし
24 年度　数値なし

実質赤字比率

ともに数値なし（黒字）

実質赤字比率は、一般会
計等の赤字額が自由に使
える一般財源の額などに
占める割合
【早期健全化基準 15％】

連結実質赤字比率

連結実質赤字比率は、す
べての会計の赤字額が自
由に使える一般財源の額
などに占める割合
【早期健全化基準 20％】

25 年度　14.4％
24 年度　15.1％

実質公債費比率

14.2％

その年度の公債費や関連
団体の債務返済額などが
自由に使える一般財源の
額などに占める割合
【早期健全化基準 25％】

25 年度　118.2％
24 年度　131.9％

将来負担比率

114.4％

すべての会計、関連団体
を含めた債務残高が自由
に使える一般財源の額な
どに占める割合

【早期健全化基準 350％】

資金不足比率

数値なし（黒字）

公営企業（田布施町公共
下水道事業、田布施・平
生水道企業団、柳井地域
広域水道企業団、熊南総
合事務組合（馬島・佐合
島航路事業））の運営資金
の不足額（赤字等）が事業
規模に占める割合
【経営健全化基準 20％】

財 政 健 全 化 判 断 比 率

25 年度　数値なし
24 年度　数値なし

※下水道事業特別会計繰出金の増などによる財源不足に対応する
ため財政基金を取り崩し、また、介護給付費準備基金の減に
より、基金残高は昨年度よりも減額となりました。

※一般会計は、定期償還の進展などにより、2 億 6,173 万円の減
額となりました。また、下水道事業特別会計は、雨水貯留施
設整備などにより、5,910 万円の増額となりました。
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問総務企画課　☎ 52-5802

　田布施町は昭和 30年１月、１町３村の合併により誕生し、今年 60周年を迎えました。人生でいえ
ば還暦、ひとつの節目の年となります。
　この節目の年を新たなスタートと捉え、先人たちから受け継いだ「永遠のふるさと」を、これからの
「未来」を担う子どもたちに継承していき、今後さらなる発展に向けた取り組みのきっかけとするため、
記念式典を挙行します。

■記念式典について
日時：11月３日（火・祝）　午前９時 30分開式
　　　（受付：午前８時 30分～）
場所：田布施中学校体育館

田布施町合併60周年記念式典
を開催します

【主な内容】
○オープニング　午前９時 15 分～
・合併 60周年記念 DVD
　「この町が好き !! 田布施町 -SEASONS	OF	SMILE-」上映
○第１部　午前９時 30 分～
・田布施町名誉町民顕彰　吹田	愰		氏
・功労者表彰など
○第２部　午前 11 時～
・アトラクション（和太鼓集団		山城組「空」）
・記念講演　吹田	愰		氏
○その他
・思い出の写真パネルおよび小中学生を対象に募集した
合併 60周年記念作文・絵画の入賞作品展示
・大型ビジョンでの映像上映

駐車場
＜お願い＞
・駐車場に限りがありますので、乗り合わせてご来場ください。
・会場（中学校）周辺の駐車場は「駐車券のある人のみ」としています。
・お体の不自由な人は、会場（中学校）入り口でお申し付けください。
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▼

施
策
の
体
系

■「田布施町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは

　　人口減少問題を克服するため、「田布施町人口ビジョン」を基に、産業、地域、人材など、町の活力創出に
資する施策を重点的に絞り込み、「基本的な施策」、「目標数値」、「５年間の重要業績評価指標（KPI）」を示し
た「戦略本体」と、その具体的な取組を記載した行動計画である「アクションプラン」で構成しています。

■基本的な施策の方向・目標数値

　Ⅰ　多様な働く場の不足による若年層の流出を止める！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標①　産業振興による雇用の創出　目標数値：雇用創出数 50 人（Ｈ 27 年度～Ｈ 31 年度）

　　　若い世代の人口流出に歯止めをかけるため、本町の特性を活かした第６次産業の育成、中小企業や創業
　　　の支援、農林水産業の育成など産業の活力を高め若者などの雇用の場の創出を目指します。
　・基本目標②　人材の定着・環流・移住の推進　目標数値：人口の社会的減少の抑制＋ 39 人（Ｈ 32 年）

　　　若者を含めた幅広い世代のUJI の流れを創り出すため、県内大学等との連携による若者の町（県）内
　　　定着や都市と農山漁村の交流など社会減の抑制に取り組みます。

　Ⅱ　出生率の低迷による継続的な人口減少の流れを変える！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標③　結婚・出産・子育て環境の整備　目標数値：年少人口 1,836 人（H32 年）

　　　少子化の流れを変えるためには、結婚から妊娠・出産、子育てまでの切れ目のない支援や、社会全体で
　　　子育て家庭を支える環境づくりを進め、次代を担う子どもたちの教育を充実させます。

　Ⅲ　安心して住み続けられる良好な生活環境を確保する！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標④　持続可能で元気な地域社会の形成　目標数値：地域リーダー育成６人（H27 年度～ H31 年度）

　　　住み慣れたまちや地域で引き続き安心して住み続けてもらうため、駅周辺の機能整備や中山間地域の集
　　　落機能の維持・活性化など、持続可能で安心して生活できる元気な地域の形成に取り組みます。

地 方 創 生 シリーズ③

問総務企画課  企画係
　☎52-5803

13
の
施
策
の
柱

雇
用
の
創
出

農
林
水
産
業
の
振
興

観
光
産
業
の

育
成
・
支
援

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の

推
進

大
学
等
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る

若
者
の
定
住
促
進

若
い
世
代
の

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
の
支
援

教
育
の
充
実

地
域
と
地
域
の
連
携

空
家
対
策
の
推
進

及
び
住
環
境
の
整
備

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

地
域
情
報
の

発
信
力
の
強
化

広
域
連
携
の
推
進

行
財
政
の
向
上

19
の
施
策
展
開
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

①
企
業
誘
致
の
促
進

②
中
小
企
業
の
支
援

①
農
林
水
産
業
の
担
い
手
の
確
保
と
育
成

②
構
造
特
区
改
革
の
活
用

①
観
光
開
発
連
携
事
業

①
都
市
と
農
山
漁
村
と
の
交
流

①
大
学
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
若

者
の
定
住
促
進

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

②
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

①
教
育
の
充
実

②
図
書
館
の
充
実

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

①
空
家
対
策
の
推
進

②
住
環
境
の
整
備

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

①
地
域
情
報
の
発
信
力
の
強
化

①
広
域
連
携
の
推
進

①
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
最
適
化

基
本
目
標

①産業振興による

雇用の創出

②人材の定着・

還流・移住の推進

③結婚・出産・

子育て環境の支援

④持続可能で元気な

地域社会の形成

※
「
田
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン	

概
要
版
」
お
よ
び
「
田
布
施
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略	

概
要
版
」
を
11
月
に
各
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。
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　国勢調査の調査票の提出期限は10月７日（水）です。
　まだ、調査票の提出をしていない人は、調査票と併せて
配布された「郵送提出用封筒」で調査票を提出するか、調
査員へ調査票を手渡してください。

国勢調査
問総務企画課  企画係　☎52-5803お忘れになっていませんか？

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
手
続
き

　

寄
附
金
申
込
書
を
町
役
場
総
務

企
画
課
企
画
係
ま
で
、
郵
便
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
フ
ァ
イ

ル
添
付
）
な
ど
に
よ
り
お
送
り

く
だ
さ
い
。
寄
附
金
申
込
書
を

受
付
後
、
町
か
ら
寄
附
金
の
払

い
込
み
に
必
要
な
書
類
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
所
定
の
金
融
機

関
な
ど
で
お
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。

　ふるさと寄附金は、田布施町民や田布施に親しみ
を持ってくださる人など、『がんばれ田布施』の想
いを寄附金というかたちでお寄せいただくことによ
り、まちづくりを応援していただくものです。
　町外にお住まいのご親族やお知り合いの人が帰省
されたときなど呼びかけをお願いします。問総務企画課  企画係　☎ 52-5803

「ふるさと寄附金」
の呼びかけにご協力を

　平成26年度にお寄せいただいたふるさと寄附金
（23件3,905,000円）は次のように活用しました。

○福祉・保険事業
　（高齢者いきいき館事業）
○美しいまちづくりの推進事業
　（花の育苗事業）
○子育て支援事業
　（麻里府保育園整備事業）
○教育環境整備事業
　（スポーツ推進事業）
○その他
　（スクールバス購入事業など）

ありがとうございました

▶
１
～
３
万
円
の
寄
附
を
さ
れ
た
人

　
「
い
ち
じ
く
わ
い
ん
」

※
そ
の
他
の
記
念
品
に
つ
い
て
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記
念
品（
一
例
）

▲３万円以上の寄附をされた人

　「冬季限定セット（牡蠣）」 ■
寄
附
金
申
込
書

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
総

務
企
画
課
企
画
係
ま
で
電
話
・

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
も
請
求
で
き

ま
す
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow

n.tabuse.

　

lg.jp

・
総
務
企
画
課
企
画
係
Ｅ
メ
ー
ル

　

kikakuzaisei@
tow
n.tabuse.

lg.jp

■
記
念
品

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
記
念
品

の
種
類
を
追
加
し
、
１
～
３
万

円
の
寄
附
金
お
よ
び
３
万
円
以

上
の
寄
附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
田
布
施

の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
記
念
品
を

１
点
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。



イ ベ ン ト

色をたのしむワークショップ vol. ２

９

田布施町合併60周年記念コンサート

クラリネットとソプラノで聴く
ふるさとの詩

◇日時　10月 25日（日）
　　　　午後２時開演（午後１時 30分開場）
◇場所　西田布施公民館
◇出演　悠（はるか）、杉澤	れい、石田	祥子
◇入場料　無料

田布施町合併 60 周年記念講演会

おもてなしの心

◇日時　10月 29日（木）
　　　　午後１時30分～午後３時（午後１時開場）
◇場所　田布施中学校		体育館
◇講師　佐藤	洋詩恵		氏
　　　　（田布施町生まれ　山形県女将会会長）
◇入場料　無料

　前回好評だったアートに親しむ体験型催しの
第２回目です。小さなお子さんから大人まで、
どなたでもご参加いただけます。
◇日時　10月 24日（土）
　　　　午後２時 30分～午後４時 30分
◇場所　西田布施公民館
◇内容　
・「七色の手形スタンプ」
　七色の絵の具で手形を押して、みんなで巨大
アートを製作します。

・「みんなでコラージュ」
　大きな紙に雑誌などの切り抜きを自由に貼っ
ていきます。

※汚れても良い格好で来てください。

第
４
回

う
ま
し
ま
夕
日
ツ
ア
ー

◇
日
時

　

10
月
17
日
（
土
）

　

午
後
４
時
～

※
天
候
不
良
の
場
合
は
18
日
（
日
）

　

ま
た
は
24
日
（
土
）
に
延
期

◇
場
所

　

の
ん
び
ら
ん
ど
う
ま
し
ま

◇
参
加
費

　

大
人　
　

１
５
０
０
円

　

小
学
生　

８
０
０
円

　
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
帰
り
の
渡
船
代
含
む
）

◇
内
容

・
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド

　

上
西
し
ん
じ
＆
ケ
ア
リ
イ
モ
ク
・
ハ
ワ
イ

・
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ラ

　

ア
ロ
ハ
オ
ハ
ナ

・
渚
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

◇
申
込
期
限　

10
月
15
日
（
木
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

事
務
局

　

☎
55
‐
５
４
０
２

広報たぶせNo.949

○日時　11月27日（金）午前10時～正午
　　　　（受付　午前９時30分～午前11時）
○場所　西田布施公民館
○内容　４か月児写真展・写真撮影コーナー・			
　　　　手形コーナー・アンパンマン体操など
※詳細は、各地区の母子保健推進員または
　保健センターまでお問い合わせください。

問田布施町母子保健推進協議会（保健センター内）
　☎52-4999

　各地区で行われている育児サークルのおま
つりです。みんなで遊びにきてね。

たぶせ
ちびっこ

　　　まつり

問音楽友の会（石田）
　☎ 090-7257-4384

問ともしびの絆リレーションズ事務局（鳥枝）
　☎ 090-9624-9212

問ユメをカタチにする会（宮本）　☎ 090-1934-9242



食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
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　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

10 月 10 日は目の愛護デー
問保健センター　☎ 52-4999

■乾いていませんか？－あなたの目－

　近年、パソコンや携帯電話など目を使うことが増
えていますが、あなたの目は疲れていませんか？
　今回は、眼精疲労の原因となるドライアイについ
て考えてみましょう。

■ドライアイとは

　涙の分泌量が減ったり、涙の質が低下することで、
目の表面を潤す力が低下した状態です。

■ドライアイの症状は？

　目の乾燥感だけでなく、異物感・目の痛み・まぶ
しさ・目の疲れなど、多彩な目の不快感を生じま
す。また、この状態で目を使い続けることにより
視力の低下が起こります。

■ドライアイになりやすい要因は？

　高齢者や女性に多く、パソコンやスマートフォン
の長時間使用、コンタクトレンズの使用、冬の乾
燥した季節に起こりやすくなります。

★
豆
腐
の
和
風
重
ね
焼
き
★

こ
の
１
品
で
、
１
日
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
約
１
／
３
が
満
た
せ
ま
す
！

肉
や
生
ク
リ
ー
ム
を
使
わ
な
い
ヘ
ル
シ
ー
＆
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
主
菜
レ
シ
ピ

で
す
。

作
り
方

①	

豆
腐
は
半
分
に
し
、
０
．
７
㎝
の
厚
さ
に
切
り
、
塩
を
ふ
り
、
フ
ッ
素

加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
両
面
焼
く
。

②	

な
す
は
１
㎝
角
に
切
り
、
水
に
さ
ら
す
。
塩
を
ふ
っ
て
、
サ
ラ
ダ
油
で

炒
め
て
お
く
。

③	

玉
ね
ぎ
、セ
ロ
リ
、に
ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り
、に
ん
じ
ん
は
す
り
お
ろ
す
。

④	

フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
熱
し
、
③
と
水
を
入
れ
、
炒
め
煮
に
す
る
。
小

麦
粉
を
加
え
、
２
～
３
分
炒
め
る
。
Ⓐ
で
味
を
調
え
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

⑤	

ト
マ
ト
は
薄
切
り
に
す
る
。

⑥	

耐
熱
容
器
に
④
を
半
分
入
れ
、
①
と
⑤
を
ず
ら
し
な
が
ら
重
ね
る
。
残

り
の
④
を
か
け
て
、
②
と
チ
ー
ズ
を
散
ら
す
。

⑦	

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
10
分
ほ
ど
き
つ
ね
色
に
焼
き
、
刻
ん
だ
大
葉

を
散
ら
す
。

１人分の栄養価
エネルギー…223kcal
たんぱく質…11.6g　脂質…13.0g
カルシウム…260mg　塩分…0.9g

材
料（
４
人
分
）

Ⓐ

木綿豆腐　　　　　（１丁）350g
なす　　　　　　　（２本）200g
塩　　　　　　　　　　　　少々
サラダ油　　　　　　　小さじ２
玉ねぎ　　　　（１／２個）100g
セロリ　　　		　（１／２本）50g
にんにく　　　　　　１／２かけ
トマト　　　　　　（１個）150g
人参　　　　　		（１／２本）75g
水　　　　　　　　　　大さじ２
バター　　　		　　　　　　		10g
小麦粉　　	　　大さじ１・１／２
　牛乳　　　　　　　　　200ml
　塩・こしょう　　　　				　少々
溶けるチーズ　　　　　		　		40g
大葉　　　　　　　　　　　４枚

■あなたは大丈夫ですか？

　＜自覚症状チェック＞
　次の項目で該当する症状はいくつあるでしょうか？
　□目が疲れる
　□目が乾いた感じがする
　□ものがかすんで見える
　□目に不快感がある
　□目が痛い
　□目が赤い
　＜まばたきチェック＞
　10秒間まばたきをせずに目を開けていられますか？

　結果については…
　自覚症状で５項目以上にあてはまるか、もしくは
10 秒間まばたきを我慢できなかった人はドライ
アイの可能性があります。一度、お近くの眼科医
にご相談ください。

■ドライアイ予防は？

　目の表面を乾燥させないために、目薬など使用す
ることは有効です。また、日頃から意識的にまばた
きをして、目の潤いを保つことも大切です。疲れ
たら蒸しタオルなどを当てて目を休めましょう！

　□目が重たい感じがする
　□涙が出る
　□目がかゆい
　□光を見るとまぶしい
　□目がごろごろする
　□めやにがでる
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Tabuse
Town News

９/12 敬老会であふれる笑顔
　今年度も町内８会場で恒例の「敬老会」が行われ
ました。城南公民館では、花束の贈呈や城南保育
園の園児や城南小学校の児童によるダンスが披露
され、参加されたみなさんへ「これからも元気に
過ごしてください」という思いがをこめられた会
となりました。

９/ ６ 練習の成果を披露
　西田布施公民館で「生涯学習芸能発表会」が行わ
れました。舞台では、出演者のみなさんが歌謡や
日舞・フラダンス・大正琴・ハーモニカなどさま
ざまな演奏・演技が披露されました。会場を訪れ
た多くの人は熱心に鑑賞され、出演者のみなさん
に大きな拍手を送っていました。

８月 夏休み中にもしっかりと勉強！
　田布施西小学校で、夏休みの８月21・26・27
日、小学３年生以上を対象とした「サマースクー
ル」が開催され、約50人の児童が熱心に算数の復
習に取り組みました。
　指導は教員だけでなく、「丸つけ隊」として、地
域のボランティアや田布施中学校の生徒も協力
し、一人ひとりにあった学習が進められました。

９/ ９ 山城太鼓の定期演奏会に助成
　山城太鼓の第20回定期演奏会（平成28年３月
27日（日）開催予定）が公益財団法人エネルギア文
化・スポーツ財団から助成されることとなり、城
南公民館で目録が手渡されました。これは、山城
太鼓の活動が、地域への音楽の普及や育成に努め
ていることが認められたものです。

９/20 運動会で太鼓の音が鳴り響く
　麻郷小学校で運動会が行われ、児童のみなさん
が麻郷嵯峨音頭と太鼓を披露しました。地域のみ
なさんと児童のみなさんは、太鼓の音に合わせ
「どっこいしょ！」の大きなかけ声とともに楽しく
踊りました。麻郷嵯峨音頭と太鼓は、11月15日
（日）の麻郷公民館まつりでも披露されます。
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＜主な出展者＞
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　夏の暑さも過ぎ去り、涼しいと感じる秋の季節になりました。
　秋と言えば文化・芸術の秋です。今回は、生涯学習について考え、田布施町文化展をご案内します。

　
「
生
涯
学
習
」と
い
う
言
葉
を
、
誰

も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
普
段
意
識
し
て
生

活
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
涯
学
習
と
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
文
字
通
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
う

学
習
活
動
で
す
。
生
活
の
向
上
、
職

業
上
の
能
力
の
向
上
、
自
己
の
充
実

を
目
指
し
、
自
発
的
に
行
い
ま
す
。

学
校
や
社
会
の
中
の
組
織
的
な
学
習

活
動
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
生
涯
学
習
に
含
ま
れ
ま
す
。
つ
ま

り「
い
つ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
ど
こ

で
も
」「
な
ん
で
も
」
始
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
必
要
な
こ
と
や
興

味
関
心
の
あ
る
こ
と
を
個
人
で
、
あ

る
い
は
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
学
び

な
が
ら
、
豊
か
で
充
実
し
た
悔
い
の

な
い
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す

ね
。

　

今
年
も「
田
布
施
町
文
化
展
」を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。「
田
布
施

町
文
化
展
」は
田
布
施
町
文
化
協
会
の

団
体
会
員
と
個
人
会
員
の
皆
さ
ん
の

日
頃
の
活
動
を
発
表
す
る
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
今
を
よ
り
良
く
生
き
る
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

No.276

自由律俳句周防一夜会 たぶせキッズ教室 （わくわく陶芸教室）

会名は、周防三羽ガラスと言われたひとり、江良
碧松が麻郷で一夜会を結成したことから由来して
います。
自由律俳句とは、五、七、五の定型に縛られず季
語も必要なく、思った事、感じた事をそのまま句
にします。いつでも、どなたでも入会できます。

思いのまま土をこね、思い思いに表現しました。
講師の先生方の懇切ていねいなご指導もあり、す
ばらしい作品が完成しました。

ちぎり絵

色染和紙を使って描きたい作品を作っています。
細かい作業ですが、どなたでもできます。

田布施町少年少女発明クラブ 小島　富江

小学３年生以上のクラブ員で月２回活動し、こん
なものがあったらいいなと思う物を各自がアイ
ディアを工夫して作品を作りました。

田布施町に嫁ぎ、書と出会い今日に至っています。
まだまだ未熟ですが、これからも書を楽しんでい
きたいと思います。

清泉会 （書） 古代ロマンを夢見隊

書の好きな人が、田布施町中心に町外からも集い、
かな書と実用書を楽しく練習しています。

町内の田んぼに古代米の稲を使って絵を描き、過
去を含めて田んぼアートの写真を展示します。

田布施油絵教室 土曜会 （書道教室）

地域の絵心のあるメンバーが、月２回公民館講座
で技術の向上に励んでいます。
町の文化展と毎年６月にサリジエで展覧会を開催
しています。

漢字や " かな " など大きさも小作品から半切まで
様々ですが、各自思い思いのものを稽古をし、毎
月正筆会に出品し頑張っています。文化展では出
品作品用に自由にアレンジした書を出品します。

生涯学習って何？

田布施町文化展

日時：10月 24日（土）～ 25日（日）
　　　午前９時～午後４時
　　　※ 25日は午後３時まで
場所：中央公民館
主催：田布施町文化協会

問社会教育課　☎ 52-5813
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No.173

　

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
28
年
田
布
施

町
成
人
式
実
行
委
員
会
で
す
。
来
年

１
月
の
成
人
式
に
向
け
て
、
８
月
か

ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
委
員
長

の
井
上
と
、
副
委
員
長
の
四
反
田
を

中
心
に
総
勢
14
人
で
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

主
に
活
動
内
容
は
、
ポ
ス
タ
ー
制

作
や
冊
子
の
作
成
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
や
会
場
準
備
な
ど
様
々
で
す
。

８
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
目
の
実
行

委
員
会
で
は
、
成
人
式
の
日
程
、
記

念
品
決
め
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今

ま
で
の
先
輩
た
ち
の
資
料
を
参
考

に
、
よ
い
成
人
式
に
な
る
よ
う
に
と

い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
成
人
式
の
よ
う
に
、
参
加
し

た
全
員
が
笑
顔
で
成
人
式
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
実
行
委
員
全

員
で
努
力
し
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
事
に
は
な
り
ま
す
が
、
私
は
田

布
施
町
の
成
人
式
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
私
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
田
布
施

で
育
ち
、た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
、

お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
両
親

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
先
生
方
や
、

野
球
の
コ
ー
チ
、
地
域
の
方
々
に
も

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
す
べ

て
の
人
に
自
分
が
成
長
し
た
姿
を
見

て
頂
く
と
共
に
、
地
域
や
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

実
行
委
員
全
員
が
息
を
合
わ
せ
一

丸
と
な
り
、
素
敵
な
成
人
式
に
す
る

た
め
に
一
人
で
も
多
く
、
成
人
式
実

行
委
員
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式

　
　

平
成
28
年
１
月
３
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～

　
　

西
田
布
施
公
民
館

成人式実行委員会

私たちと人権シリーズ　No.116

江上　嘉昭

みんな違って
みんないい

　

ず
っ
と
高
等
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て

き
た
私
が
、
最
初
に
特
別
支
援
教
育
に

携
わ
っ
た
の
は
、
宇
部
の
病
院
内
学
級

で
し
た
。
そ
の
時
の
校
長
か
ら
「
教
育

の
原
点
を
見
て
き
な
さ
い
。」
と
言
わ

れ
、
意
気
込
ん
で
赴
任
し
た
私
は
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
最
も
重

度
な
生
徒
は
人
工
呼
吸
器
を
は
じ
め

様
々
な
器
具
が
つ
な
が
れ
て
い
て
、
話

し
か
け
て
も
反
応
が
見
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
生
徒
へ
の
教
育
と
は
一
体
何

か
、
暗
中
模
索
の
中
で
関
わ
り
続
け
る

と
、
気
持
ち
が
い
い
時
は
眼
球
が
ゆ
っ

く
り
と
動
き
、
不
快
な
時
は
そ
の
動
き

が
止
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
無
反
応
に
見
え
た
彼
の
自
己
主
張

で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
彼
が
快
の

反
応
を
し
て
く
れ
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
彼
は
卒
業

を
待
た
ず
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
生
徒
で
す
。

　

本
校
に
は
、
訪
問
学
級
以
外
に
は
こ

れ
ほ
ど
重
度
な
児
童
生
徒
は
在
籍
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
重
度
の
生
徒
か

ら
高
校
生
と
変
わ
ら
な
い
元
気
な
生
徒

ま
で
幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

特
別
支
援
学
校
で
学
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
何
か
し
ら「
生
き
に
く
さ
」を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
身
体
的
な
も

の
で
あ
っ
た
り
精
神
的
な
も
の
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
で
も
、
当
然
彼
ら
に
は

プ
ラ
イ
ド
が
あ
り
、
学
ぶ
意
欲
が
あ
り

ま
す
。
少
し
不
器
用
で
あ
り
、
自
分
を

知
っ
て
ほ
し
い
、
認
め
て
ほ
し
い
気
持

ち
は
人
一
倍
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
障
害
と
は
「
理
解
と
支
援

が
必
要
な
個
性
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
個
性
の
間
に
良
し
悪
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う

こ
と
が
肝
要
で
す
。
ど
ん
な
人
に
も
得

手
と
不
得
手
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
は

不
得
手
な
部
分
に
支
援
が
必
要
な
だ
け

で
す
。
そ
の
支
援
が
特
別
な
も
の
で
は

な
く
、
お
年
寄
り
に
席
を
譲
る
の
と
同

じ
感
覚
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
こ

そ
共
生
社
会
の
始
ま
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

数
年
後
に
は
旧
田
布
施
工
業
高
校
の

跡
地
に
高
等
部
が
移
転
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
時
に
は
さ
ら
に
開
か
れ
た
学
校
と

な
り
、
皆
様
の
支
援
を
頂
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
生
徒
が
地
域
に
貢
献
で
き

る
学
校
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■成人式実行委員会  委員長
　井上	仁志
■実行委員会開催日
　毎月１回	午後７時～  中央公民館にて	
■問合せ先
　社会教育課　☎52-5813

田布施総合支援学校長

サ ー
ク

ル
ウ

ォ ッ
チ

ン
グ



14

石
田　

帝
児

山
口　

綾
子

加
治　

紀
子

部
屋　

慈
音

久
光　

良
一

10月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

2015　10/9 号　

毎週月曜日・祝日
祝日振替　13 日（火）
月末整理日　31 日（土）

名
前
が
出
て
こ
な
い　

に
慣
れ
て
い
く
自
分
が
い
る

ど
こ
か
に
忘
れ
た
傘
が　

待
ち
く
た
び
れ
て
い
る

け

ぶ

る

朝

の

山

の

呼

吸

を　

み

て

い

る

謝

っ

て

み

た

い

気

持

の　

月

夜

曲
っ
た
胡き

ゅ
う
り瓜

の
中
に　

ま
っ
す
ぐ
な
味
が
あ
る

　
　
　
　

短
歌

カ
ー
テ
ン
の
白
き
桔
梗
を
ふ
く
ら
ま
せ

　
　

秋
の
初
め
の
風
が
入
り
来
る	

久
保　
　

敬

東
京
の
夜
景
と
な
り
て
輝
け
よ

　
　

六
畳
一
間
に
点
す
子
の
灯
も	

吉
村　

京
子

灯
を
求
め
と
び
入
り
て
来
し
鍬く

わ
が
た形

は

　
　

西
瓜
も
ら
っ
て
落
ち
着
き
て
い
る	

藤
田　

京
子

胸
に
手
を
重
ね
て
少
女
午ご

す
い
ち
ゅ
う

睡
中

　
　

そ
っ
と
外
し
ぬ
よ
き
夢
見
ま
せ	

岡
本
ま
さ
子

梅
雨
冷
え
に
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
花
瓶
添
う

　
　

夕
餉
の
卓
に
華
や
ぎ
見
す
る	

城　
　

恭
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

朝
の
日
に
物
干
竿
の
露
し
と
ど	

岡　
　

倫
子

一
陣
の
風
吹
き
散
ら
す
朝
の
露	

木
村　

博
通

ふ
と
思
ふ
影
踏
み
遊
び
月
の
路
地	

曽
我　

欣
行

芋
の
露
風
の
誘
ひ
に
こ
ぼ
れ
け
り	

松
根
千
代
子

露
け
し
や
喪そ

う
し
ん心

な
ほ
も
深
ま
り
て	

田
村　

文
代

ひ
と
刷は

け毛
の
雲
の
速
さ
よ
月
今
宵	

播
磨　

春
枝

『地方創生ビジネスの教科書』
　　　　　　　増田 寛也  監修・解説

日本各地で眠る " 宝 " を発掘し、磨き、
売り込み、稼ぐには？ビッグデータの
活用からグローバルな発信まで、地方
創生ビジネスの 10 の成功例を紹介し、
各事例のビジネスモデルを図解する。

「地方消滅」させない成功の極意。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ほ
し
じ
い
た
け
ほ
し
ば
あ
た
け

 

石
川
　
基
子

ご
い
っ
し
ょ
に
ど
う
ぞ 

武
田
　
美
穂

岸
辺
の
ヤ
ー
ビ 

梨
木
　
香
歩

飛
行
士
と
星
の
王
子
さ
ま

 

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ス

む
ら
さ
き
色
の
悪
夢 

斉
藤
　
　
洋

ず
か
ん
　
さ
な
ぎ 

鈴
木
　
知
之

わが家のテレビが、１日だけずるやすみ
をして、ぼくといっしょにななちゃんの
誕生日パーティーに行きたいと言い出し
た。「なにかひとつ、隠し芸をせなあか
んねん」というぼくに、テレビは「マジッ
クができます」と答えて…。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
レ
シ
ピ

 

木
村
　
幸
子

老
妻
だ
っ
て
介
護
は
つ
ら
い
よ

 

沖
藤
　
典
子

御
奉
行
の
頭
の
火
照
り 

佐
藤
　
雅
美

総
理
に
さ
れ
た
男 

中
山
　
七
里

恋
せ
よ
魂
魄 

仁
木
　
英
之

文
士
の
好
物 

阿
川
　
弘
之

『テレビのずるやすみ』
　　　　　　　　  村上 しいこ  作

おしゃべり箱おはなしの会
10月24日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

芥川賞作家の母親、「死んだ旦那の自伝
を作りたい」と訪れた美しい未亡人…。
自費出版の編集者・太田の元には様々
な依頼が舞い込む。出版をめぐる人々
の欲望と野心を鮮やかに描く。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 

『マイストーリー  私の物語』
　　　　　　　　　　林 真理子  著
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

	http://w
w
w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

『夜間の交通事故防止』

夕暮れが早くなってきています。
薄暮時は、ドライバーも歩行者も、一番気をつけなければいけない時間帯です！

４日（水）は全員で詩情公園に遠足に行きます。
現地集合、現地解散です。

ドライバーの人は…

　　車のライトは、暗い夜道を照らすととも
に、周囲の車や人に自分の存在をアピー
ルする効果もあります。

　　早めのライト点灯を心がけることで、周
りの危険をいち早く発見できる、周りも
危険を察知して回避することができる。
一石二鳥の交通事故防止対策です。

　　また、ライトをこまめに切り替えることも、
歩行者などの早期発見に大変効果的です。

　　対向車のいない夜道では、基本的にライ
トは上向き、対向車や対向歩行者・自転
車などがいるときはライトを下向きに切
り替え、安全と思いやりの運転を心がけ
てください。

歩行者の人は…

　　夕方から外出する際は、必ず反射材を着
用しましょう。反射材の着用効果は、着
用していない場合と比較すると約３倍の
視認距離を確保することができます。

広報たぶせNo.949

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
８
／
16
～
９
／
15	

受
付
分
）

＊	

香
典
返
し　
　

瓜　

迫　

東　

浩
二
（
母
）
久
子

長　

田　

國
信
彰
利
（
父
）
晶
一

吉　

井　

山
本
眞
人
（
父
）
茂
夫

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼
と

　

し
て

匿
名
１
件

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

匿
名
１
件

＊	

雑
巾
１
０
０
枚

み
ど
り
の
会

＊	

紙
オ
ム
ツ　
　

吉　

井　

山
本
眞
人

はいはい

10 日 ( 火 )　千歳飴袋作り
17 日 ( 火 )　身体測定
24 日 ( 火 )　ふれあい遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

９ 日 ( 月 )　千歳飴袋作り
20 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 おにぎりギュッ！

H24.4.2 ～ H25.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

５ 日 ( 木 )　千歳飴袋作り
11 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組限定

12 日 ( 木 )　おにぎりギュッ！
19 日 ( 木 )　身体測定
26 日 ( 木 )　ふれあい遊び

あんよが上手にできる H25.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（11月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

４ 日 ( 水 )　遠足
18 日 ( 水 )　リトミック
25 日 ( 水 )　誕生会

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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お 

知 

ら 

せ

く ら し の 情 報

テ
ー
マ「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

　

国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割

を
考
え
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
税
務
行

政
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
11
月
11
日
（
水
）
～

2015　10/9 号　

◇
日
時　

11
月
５
日（
木
）

　
（
受
付
時
間
）

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

　

今
年
度
か
ら
ワ
ク
チ
ン
株
が
３
種

か
ら
４
種
に
増
え
、
予
防
効
果
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
す
る
と
、
高
熱
や
全
身
の
倦
怠
感
な

ど
の
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
肺
炎
な

ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
次
の
対
象
者
に
予
防
接

種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
て
、
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

【 

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査 

】

【 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

】

【 

税
を
考
え
る
週
間 

】

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
に
よ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

の
障
害
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
診
断
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

◇
実
施
時
期

　

平
成
27
年
10
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

◇
自
己
負
担
額　

１
４
６
０
円

（
た
だ
し
、
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
の
人
は
無
料
で
す
。
接

種
時
に「
診
療
依
頼
書
」を
医
療
機

関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
医
療
機
関
に
提
出
す
る
持
参
品

　

生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
健
康

保
険
証
な
ど
）・
健
康
手
帳
（
予

防
接
種
手
帳
）

※
健
康
手
帳
の
な
い
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
場
所　

委
託
医
療
機
関

※
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
、
10
月

１
日
（
木
）
か
ら
３
年
間
限
り
の
特

例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

な
ど
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

・
徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

【 

国
民
年
金
保
険
料

「
５
年
の
後
納
制
度
」
開
始 

】

　

１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

【 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
発
行 

】
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
～
９
月
30

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
１

日
～
12
月
31
日
の
間
に
今
年
初
め
て

納
付
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際

に
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
納
付
さ

れ
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
控
除

証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発

行
で
き
ま
す
の
で
、
以
下
の
問
合
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

11
月
17
日
（
木
）
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」と
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp/

）
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

◇
日
時　

11
月
17
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
問
合
せ
先　

光
税
務
署

　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。
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県
内
企
業
の
情
報
発
信
や
企
業
間

取
引
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
県
内
最
大
級
の
産
業
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　

10
月
30
日（
金
）・
31
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
周
南

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
周
南
市
大
字
徳
山
４
２
７
）

◇
内
容

・
県
内
企
業
な
ど
の
開
発
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
技
術
な
ど
の
展
示

・
個
別
面
談
に
よ
る
商
談
会

・
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

◇
入
場
料　

無
料

※
た
だ
し
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

や
ま
ぐ
ち
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
山
口
県
商
工
労
働
部
商
政
課
）

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
１
１
０

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

【 

や
ま
ぐ
ち
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１
５ 

】

【 

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

改
修
費
用
補
助 

】

　

町
で
は
、
地
震
に
対
す
る
木
造
住

宅
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

無
料
で「
耐
震
診
断
」を
実
施
し
、「
耐

震
改
修
」
に
係
る
費
用
の
一
部
を
国
・

県
と
共
同
で
補
助
し
ま
す
。

■
無
料
耐
震
診
断

◇
対
象
者

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
町
内
の
木
造
住
宅
の
所
有
者

※
町
税
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

◇
募
集
戸
数　

２
戸

■
耐
震
改
修
費
用
の
補
助

◇
対
象
者

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
町
内
の
木
造
住
宅
の
所
有
者

※
町
税
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

◇
補
助
金
額
／
戸
数

改
修
経
費
の
３
分
の
２
（
限
度
額

60
万
円
）／
１
戸

■
共
通
事
項

◇
申
込
期
限　

11
月
30
日（
月
）

　
（
土
日
を
除
く
）

※
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

建
設
課		

土
木
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
０
７

　

乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を

防
止
す
る
た
め
に
、
一
定
面
積
（
田

布
施
町
に
つ
い
て
は
５
０
０
０
㎡
）

以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
を
し
た

場
合
は
、
契
約
を
結
ん
だ
日
を
含
め

て
２
週
間
以
内
に
、
町
を
通
じ
て
県

に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

権
利
取
得
者
（
売
買
の
場
合
で
あ

れ
ば
買
主
）
は
、
利
用
目
的
な
ど
を

記
入
し
た
届
出
書
に
必
要
な
書
類
を

添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課		

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３

【 

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

】

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は
・
・
・

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

ゴ
ミ
も
消
費
資
源
も
減
ら
し
、
物

を
大
切
に
す
る

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　

く
り
か
え
し
使
う

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る

３
Ｒ
を
考
え
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

○
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

の
削
減

○
空
き
缶
・
ビ
ン
・
牛
乳
パ
ッ
ク
、

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古

布
は
資
源
回
収
へ

○
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
利
用
す
る

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課		

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

３
Ｒ
推
進
月
間 

】

【 

産
業
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
月
間 

】

　

10
月
は
「
産
業
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
月
間
」
で
す
。
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
・
野
焼
き
を
見
か
け
た
人
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
１
２
０
‐
５
３
８
‐
７
１
０

　
（
携
帯
電
話
可
）

◇
問
合
せ
先

・
町
民
福
祉
課		

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

・
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
‐
３
６
３
１

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

平
成
26
年
２
月
５
日
～

平
成
26
年
４
月
28
日
に
生
ま
れ
た

幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。
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相　

談

2015　10/9 号　

【 

徳
山
年
金
事
務
所  

年
金
相
談 

】

　

年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会
は
完
全
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人

は
徳
山
年
金
事
務
所
へ
相
談
会
前
日

ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
役
場
で
の
予
約
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。）

◇
日
時　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　

田
布
施
町
役
場
１
階
保
健
室

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

税
務
署
で
は
、
譲
渡
所
得
、
相
続

税
、
贈
与
税
に
関
す
る
個
別
相
談
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
日
時

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【 

税
に
関
す
る
相
談 

】

【 

行
政
相
談
週
間 

】

　

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
役

所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、「
制
度
や
仕

組
み
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
困
り

ご
と
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◇
日
時　

10
月
26
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所

　

中
央
公
民
館		

１
階
和
室

◇
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課

　

☎
52
‐
５
８
１
１　

※
山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
行
政

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
１
１
０
０

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。

いちじくわいん田布施町特産品

2015 年の新酒ができました。

発売日  10 月９日（金）
田布施町内・近隣各酒販店で
お買い求めください。

問ＪＡ南すおう経済部営農課　☎ 22-9787

　田布施町観光協会　　　　　☎ 25-3527

　

税
関
で
は
、
10
月
１
日（
木
）～
10

月
15
日（
木
）を「
薬
物
お
よ
び
銃
器

取
締
強
化
期
間
」
と
し
て
、
不
正
薬

物（
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
）や
社
会

悪
物
品（
け
ん
銃
な
ど
）の
水
際
取
締

強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
連
絡
・
問
合
せ
先

・
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

・
徳
山
税
関
支
署
平
生
出
張
所

　

☎
56
‐
３
０
７
６

【 
薬
物
お
よ
び
銃
器
取
締
強
化
期
間 

】

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

　
　
　
　

使
用
者
も　

労
働
者
も

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

め
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金

以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇
最
低
賃
金　

１
時
間　

７
３
１
円

◇
効
力
発
生
日　

10
月
１
日（
木
）

◇
問
合
せ
先

・
山
口
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

・
下
松
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
３
３
‐
41
‐
１
７
８
０

【 

山
口
県
最
低
賃
金
改
正 

】

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は

【
委
任
状
】
お
よ
び
【
代
理
人
本

人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
】
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
受
付
期
間

　

11
月
18
日
（
水
）
ま
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
興
味
・
能

力
の
観
点
か
ら
職
業
と
の
相
性
を
調

べ
ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
仕
事
の
選
択

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

◇
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

①
午
前
10
時
～

　

②
午
前
11
時
～

　

③
正
午
～

◇
場
所

　

柳
井
市
中
央
公
民
館

　

	（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
）

◇
対
象

　

15
歳
～
39
歳
の
求
職
中
の
人

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

し
ゅ
う
な
ん
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
８
３
４
‐
27
‐
６
２
７
０

【 

求
職
者
の
た
め
の
適
性
適
職
検
査 

】
　

な
お
、
そ
の
他
の
税
金
の
相
談
や

申
告
、納
付
の
相
談
で
お
越
し
の
際
は
、

事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
相
談
日
時

　

10
月
15
日
、
11
月
５
日
・
19
日
、

12
月
３
日
・
17
日（
全
て
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◇
問
合
せ
先　

光
税
務
署

　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。



◇
日
時　

11
月
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
）

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
内
容　

成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心

肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
、
応

急
手
当
な
ど

◇
そ
の
他

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
昼
食
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
人
数　

先
着
20
人

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
開
始
日　

10
月
19
日（
月
）

◇
申
込
方
法　

消
防
署
備
え
付
け
の

申
込
書（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　

℻
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
１
１

広報たぶせNo.94919

【 

調
停
相
談 

】

◇
日
時　

10
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

岩
国
市
民
会
館
第
Ⅰ
研
修
室

◇
相
談
内
容

　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・

公
害
・
家
庭
に
関
す
る
問
題
な
ど

◇
相
談
員

　

岩
国
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停

　

委
員
・
家
事
調
停
委
員

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

　

☎
０
８
２
７
‐
41
‐
０
１
６
１

講
習
・
講
座

【 

健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
５
回
） 

】

　

田
布
施
町
健
康
増
進
計
画
に
よ
る

と
、「
体
を
動
か
す
こ
と
は
健
康
に

い
い
」と
思
っ
て
い
る
人
は
87
．４
％

で
す
が
、「
運
動
習
慣
が
あ
る
」
と

答
え
た
人
は
28
．
２
％
で
し
た
。
運

動
は
比
較
的
簡
単
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
続
け
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
そ

ん
な
あ
な
た
に
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
ご
紹

介
す
る
講
座
で
す
。

◇
日
時　

11
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容　
「
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
運

動
習
慣
の
つ
け
方
」

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
講
師　

町
保
健
師

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

11
月
13
日（
金
）

※
「
た
ぶ
せ
・
い
き
い
き
健
康
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」の
対
象
講
座
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
52
‐
４
９
９
９

【 

上
級
救
命
講
習
（
８
時
間
） 

】

◇
日
時　

10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
成
年

後
見
、
建
設
業
・
産
業
廃
棄
物
・

農
地
転
用
な
ど
の
行
政
へ
の
許
可

申
請
関
係
な
ど

◇
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
行
政
書
士
会
岩
国
支
部

　
（
担
当
：
田
中
）

　

☎
52
‐
５
５
２
４

【 

行
政
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
等
相
談
会 

】

　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の

予
防
と
救
命
手
当
・
応
急
手
当
の
方

法
、
病
気
へ
の
対
応
の
し
か
た
な
ど

に
つ
い
て
、
赤
十
字
幼
児
安
全
法
指

導
員
が
講
習
し
ま
す
。

◇
日
時

　

11
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）・
21

　

日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

　
（
山
口
市
野
田
１
７
２
‐
５
）

◇
対
象

　

満
15
歳
以
上
の
人
30
人（
先
着
順
）

◇
受
講
料

　

無
料（
教
材
費
１
８
０
０
円
）

◇
申
込
期
限　

11
月
４
日（
水
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

事
業
推
進
課

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

【 

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員

養
成
講
習
会 

】

【 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

】

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ま
た
は

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
に
つ
い
て

の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
我

慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
。
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

◇
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

◇
日
時

　

11
月
16
日
（
月
）
～
22
日
（
日
）

・
平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
土
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」）



　

田
布
施
農
高
大
島
分
校
跡
地
の
利

用
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
ふ

れ
あ
い
と
元
気
の
場
を
創
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
場
所　

大
島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば

　
（
周
防
大
島
町
小
松
91
‐
４
）

◇
内
容　

農
水
産
物
お
よ
び
加
工

品
・
飲
食
品
・
雑
貨
な
ど
の
販
売
、

健
康
相
談
、
お
も
ち
ゃ
と
小
物
家

電
無
料
修
理
、
故
郷
学
習　

他

◇
主
催　

大
島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば
祭
り

実
行
委
員
会

◇
主
管

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

◇
問
合
せ

・
島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
74
‐
４
８
７
７

・
お
げ
ん
き
ハ
グ
ニ
テ
ィ

　

☎
79
‐
２
２
２
１

募　

集
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催　

し

◇
日
時　

10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
小
雨
決
行

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
一
部
）

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
消
防
車
に

　

乗
っ
ち
ゃ
お
う
！
、ロ
ー
プ
渡
り
、

消
防
署
ツ
ア
ー
、
放
水
体
験
な
ど

◇
駐
車
場　

聖
光
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

【 

消
防
ま
つ
り 

】

◇
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◇
試
験
日　

11
月
14
日（
土
）

◇
申
込
期
限　

11
月
11
日（
水
）

◇
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

◇
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社
会

お
よ
び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適

性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

◇
入
隊
時
期

　

平
成
28
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

◇
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
22
‐
８
１
９
９

　

読
書
の
感
想
を
文
章
に
し
、
豊
か

な
人
間
性
や
考
え
る
力
を
育
む
た
め

に
「
第
35
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

◇
応
募
規
定

①
対
象
図
書　

図
書
館
お
よ
び
公
民

館
の
図
書
の
中
か
ら
一
冊
を
選
び
、

そ
の
感
想
を
文
章
に
表
現
す
る

②
原
稿
用
紙　

５
枚
以
内

※
小
学
生
は
３
枚
以
内

③
応
募
作
品　

一
人
一
点

④
そ
の
他　

作
品
に
は
必
ず
題
名
・

住
所
（
自
治
会
名
）・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
学
校
・
学
年
・
電
話
番
号
・

読
ん
だ
本
の
書
名
・
著
者
名
・
出

版
社
を
明
記
す
る
こ
と

◇
応
募
締
切　

11
月
27
日
（
金
）

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
１
５
１
７

　

田
布
施
町
中
央
南
11
‐
１

　

田
布
施
図
書
館

　

☎
０
８
２
０
‐
52
‐
２
２
８
８

　

FAX
０
８
２
０
‐
52
‐
５
３
０
８

【 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

】

【 

大
島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば
祭
り 

】

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
で

は
、「
24
時
間
い
つ
で
も
使
用
で
き

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
」
な
ど
、
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
５
つ
の
取
り
組
み

の
資
金
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に

い
の
ち
を
守
る
赤
十
字
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
年
会
費
は
、
個
人
２
千
円

以
上
、
法
人
１
万
円
以
上
と
し
て
い

ま
す
。

【 
い
の
ち
を
守
る
赤
十
字
会
員 

】

【 

自
衛
官
募
集 

】

　

会
員
に
は
入
会
時
、
い
の
ち
や

健
康
を
守
る
の
に
役
立
つ
「
赤
十
字

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
救
急
法
な
ど
）」
な

ど
を
贈
る
ほ
か
、
定
期
的
に
赤
十
字

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◇
問
合
せ
先

・
日
本
赤
十
字
社
田
布
施
分
区

　
（
町
民
福
祉
課
内
）

　

☎
52
‐
５
８
１
０

・
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

光
市
立
給
食
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所

お
よ
び
武
田
薬
品
工
業
㈱
厚
生
会

館
の
駐
車
場

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

■
お
手
軽
料
理
講
習
会

　

季
節
の
野
菜
を
使
っ
て
簡
単
に
で

　

き
る
料
理

◇
日
時　

11
月
11
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

◇
場
所

　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
講
師　

会
員　

村
上	

享
子

◇
対
象　

会
員
お
よ
び
60
歳
以
上
の
人

◇
定
員　

15
人
程
度（
先
着
順
）

◇
参
加
料　

３
０
０
円

◇
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
刈
り
払
い
機
整
備
・
点
検
講
習
会

　

刈
り
払
い
機
を
分
解
し
て
点
検
の

　

仕
方
を
指
導

◇
日
時　

11
月
25
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

◇
場
所　

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
作
業
棟
前
広
場

◇
講
師　

会
員　

木
森	

博

◇
対
象　

会
員
お
よ
び
60
歳
以
上
の
人

◇
定
員　

10
人
程
度（
先
着
順
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
（
公
社
）柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

☎
23
‐
５
９
５
９

【 
柳
井
広
域シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

】



人口と世帯

… 人口 …
15,766		人
（増減－ 10人）

… 男 …
7,496		人	

… 女 …
8,270		人	

… 世帯 …
7,005	世帯

（９月１日現在）

今月の納期

10 月・11 月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　10 月 25 日（日）　11 月 29 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　10 月 30 日（金）　11 月 30 日（月）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

○町県民税 （３期）
○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料 （４期）
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「
田
布
総
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
た
め
に
児
童
・
生
徒
が
協
力
し
て

作
り
上
げ
た
作
品
や
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

11
月
14
日（
土
）

　

午
前
９
時
25
分
～
午
後
２
時
45
分

※
販
売
バ
ザ
ー

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

田
布
施
総
合
支
援
学
校

◇
内
容

　

作
品
展
示
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
木
工
品
・
布
製

品
・
野
菜
・
小
物
な
ど
の
販
売
、

軽
食
・
喫
茶
、
バ
ザ
ー
な
ど

◇
そ
の
他

・
展
示
や
発
表
な
ど
の
詳
細
は
、
当

日
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
作
品
や
食
料
品
の
販
売
に
つ
い
て

は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

・
ス
リ
ッ
パ
、
マ
イ
バ
ッ
グ
、
靴
入

れ
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

田
布
施
総
合
支
援
学
校

　

☎
52
‐
３
５
７
２

【 

田
布
総
祭 

】

広
報
の
お
話　

vol
５

　

表
紙
は
田
布
施
西
小
学
校
の
運

動
会
。
騎
馬
戦
は
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
児
童
や
保
護

者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
。
わ
た
し

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
生
懸
命
駆

け
回
る
子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
り
な
が
ら
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

先
月
も
お
知
ら
せ
し
た
「
田
布
施
町

合
併
60
周
年
記
念
式
典
」
が
、
11
月

３
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、

『
こ
の
町
が
好
き
!!
田
布
施
町
‐
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ  

Ｏ
Ｆ  

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
‐
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
60
周
年

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
す
る
の
で
す

が
、
実
は
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
撮
影
・

編
集
・
空
撮
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ

イ
ン
な
ど
す
べ
て
田
布
施
の
人
た

ち
で
制
作
し
ま
し
た
！

　

わ
た
し
は
こ
の
１
年
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
回
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
み

な
さ
ん
に
出
演
な
ど
協
力
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
詰
ま
っ
た
作
品
に
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
次
は
ド
ラ
マ
を
撮
り
た
い
広
報
担
当
）

　

能
の
初
歩
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く

ほ
か
、
音
楽
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
開

催
し
ま
す
。

　

観
覧
を
希
望
さ
れ
る
人
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a19300/festa/index.
htm
l

）
で
申
込
方
法
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

11
月
23
日（
月
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
～

◇
場
所

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

◇
入
場
料　

無
料

◇
申
込
期
限

　

10
月
30
日（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
実
行
委

員
会
事
務
局

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
１
０

【 

伝
統
文
化
と
現
代
音
楽
と
の
出
会
い 

】
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１
（日）

■西田布施地域ふれあい文化祭　9:00 ～ 15:00（西公） 16
（月）

２
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 17
（火）

３
（火）

■田布施町合併 60 周年記念式典　9:30 ～（中学） 18
（水）

■保健センター開放日　10:00 ～ 12:00（西公）
■天体教室　19:00 ～（西小）

４
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 19
（木）

■年金相談会　10:00 ～ 16:00（役場１階会議室）

５
（木）

■ 1.6 歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公） 20
（金）

■両親学級　10:00 ～ 13:30（西公）
■まるごと講座　13:30 ～ 15:00（西公）

６
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 21
（土）

７
（土）

22
（日）

８
（日）

■麻里府文化展　9:00 ～ 16:00（里公） 23
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（東公）

９
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（東公） 24
（火）

10
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 25
（水）

■１歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

11
（水）

■５歳児相談 13:30 ～（西公） 26
（木）

■認知症介護者のつどい　10:00 ～ 11:30（いきいき）

12
（木）

■両親学級　10:00 ～ 11:30（西公） 27
（金）

■たぶせちびっこまつり　9:30 ～ 11:00（西公）

13
（金）

28
（土）

■田布施町人権教育推進大会　13:30 ～ 16:00（西公）

14
（土）

■東田布施公民館まつり　13:00 ～ 15:30（東公） 29
（日）

15
（日）

■東田布施公民館まつり　10:00 ～ 15:30（東公）
■麻郷公民館まつり　9:00 ～ 15:30（郷公）

30
（月）

11月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●郷公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央１- ５- ３）

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【困】

【介】

【介】

【心】

【困】 今月の困りごと相談
日時 11 月 24 日（火）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中央公民館１階和室
 問　町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権相談・行政相談も
　受け付けています

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日を除く）

場所 町社会福祉協議会
 問　☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２・４木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

【心】

【心】


